
   

 
 

 

 

◇コミュニティ・スクールとは◇ 

コミュニティ・スクールとは、学校運営協議会を設置した学校のことです。 

令和４年度から新潟市の全公立小・中学校において学校運営協議会を設置し、地域と学校が支え

合い、共に成長し、活性化していく「地域とともにある学校」づくりを進め始めました。当校でも、地域

や保護者の代表の方から学校運営や教育活動について、ご意見や必要な支援をいただきながら、荻

川地域の未来を担う子どもたちの育成に向けて話し合いを進めています。 

 

◇第１回学校運営協議会を開催しました◇ 

令和８年度の新津第二中学校 学校運営協議会委員は以下の皆さんです。 

 

会 長 中村 清作     ※新任 委 員 長谷川 淳 

副会長 髙橋 恒男     ※新任 委 員 熊木 裕之     ※新任 

委 員 内山 詩子 委 員 岡村 芳倫     ※新任 

委 員 林 龍太郎 委 員 田邉 直人 

委 員 加納 百合子 委 員 渡邉 純子 

委 員 山田 秀樹 委員兼 CS事務員 長井 朋子     ※新任 

１年間よろしくお願いたします！   （敬称略） 

 

 第１回目は、新津第二中学校区の３校１園（二中、結小、結幼稚園、荻川小）合同で行いました。 

各校園の教育ビジョンをもとに、今年度力を入れる取り組みなどについて共有し、地域との協働に

ついての確認を行いました。 
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◇ 議事報告 ◇ 

（１）各学校園教育ビジョンと今年度力を入れる取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 新津第二中学校区「目指す子どもの姿」について 

昨年度の合同 CS 会議で、新津第二中学校区の目指す子どもの姿として、「みらいを創る子ども」

が提唱されました。 

しかしながら、ちょっと伝わりにくいかも、想像がしにくいかも・・・などいろいろ懸念が上がり、一

時期見直しが検討されました。 

そんな中、二中長谷川校長が二中生徒に、「みらいを創る子ども」についてどう思か、アンケート

をとり、生徒にどう伝わるか知ることができました。その評価は、概ね高評価になりました 

それを受け、三校一園の CS委員のみなさんにも満場一致で承認いただきました。 

 

●新津第二中学校● 

今年もやっぱり

「あじだこ」！ 

子どもが真ん中の

大きな木。めざす生

徒の姿は周囲から

「愛され  応援さ

れ 励まされる」人

間・集団。そして「あ

いさつ・じかん・だ

んけつ・ことば」を

大切にしていく。 

 

●結小学校● 

 

イメージビジョンを一新！おにぎり！

真ん中におにぎり＝子どもをおき、上下の両

手で包み込むイメージ。今年はオリキャラ

「むすぶくん」「むすぶちゃん」の活躍があ

るかも！？ 

●結幼稚園● ●荻川小学校● 

 

「たのしい」「おもしろい」が評価に！ 

特に異年齢、学年の枠を超えた学びの場を

大切にし、専門機関や特別支援の充実の連

携から安心して過ごせる環境づくりをした

い。

おぎかわ未来プロジェクト始動！ 

荻川小は１６年目。「教育活動支える土台」

を追加し、わくわくおもしろい・あたたか

い学級づくりを目指す。小さな単位（学級）

から始まり、世界を目指すような話もして

いきたい。



 

 

 

 

 

 

 

 

第二中学校区の学校園が同じ方向を向いて、子ども 

たちを育てていくために、設定されたものです。 

学校だけでなく、子ども自身、保護者、地域、職員が 

共通認識をもち、一貫した教育を行いやすくなる狙い 

があります。 

今後、各校のリーフレットにも載る予定です。 

 

（３） 部活動の現状と今後の在り方 

第二中学校の部活動地域移行は、令和７年１０月に説明会を開催し、結・荻川小学校、中学校全

家庭に連絡済みとなっています。 

                                令和 8年度は、「荻川文化クラブ」が本格的に始

動する年です。茶道部・美術部・理科創作部に、

地域から５人の指導者を招き、部活動との伴走

で進めていきます。→5/9に保護者会開催 

 

 

補足 ：まだ指導者が見つからず、移行に踏み切  

きれていない部活もあります。岡村主幹教諭がマ

ッチング担当となり、生徒と指導者を結び付けて

いくことを引き続き行っていく予定です。 

 

 

（４） 地域との連携取り組み 

荻川コミュニティ振興協議会の中村会長より説明がありました。 
 

コミ協の三つの活動方針   ①世代間のつながりを深めあう 

②老若男女が対等に話し合える「場」をつくる 

③子ども・若もの・高齢者が集う元気な「まち」をつくる 

 

 

 

 

 

みらいを創る子ども 
 

響きがとってもいいと思う

しわかりやすい。 

 短くてわかりや

すくなっている 

みらいは大切だから。  

すごくしっく

りくると思う 

子どもたちにもコミ協主催のイベント（運動会・荻川まつり・文化祭・雪まつり・子ども食堂）

に積極的に参加してほしい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５） 今年度の開催計画 

最後に、各学校に分かれて今年の CSについて話しました。 

 

◆前会長 内山様より ： 昨年は、部活動の推進がメインだった。お陰様で今年度は並走が無

事スタートできそうだ。それに大きくかかわってくださった、中村清作様に新会長をお願いした。

中村様は地域に多くかかわっていらっしゃるので、さらなる熟議が期待できるのでは。 

 

◆コミュニティスクール（ＣＳ）とパートナーシップ事業をどのように連携させていくか 

 

◆クリーン作戦の在り方。中学生はほとんど参加していない。その他のボランティア活動、地域

の行事への参加も少ない。 

 

◆コミ協の子ども若もの部と何ができるか。 

昨年は荻川祭に参加してもえた。運動会や文化祭など 

積極的に参加をしてもらうにはどうしたらよいか。 

 

◆親世帯が地域行事に消極的。子ども食堂への参加は 

あり、興味をもっている人はいる。ボランティア参加が 

難しければ、まずは食べに来てもらうなど。 

 

◆CSの役割とは。中学校に課題をあげてもらう。→次回までに提示予定。 

 

◆学校から地域への要望 → ３年生単元テストの試験監督。クラブ活動の見守り。 

 

第二中学校の今年の柱  ①地域行事への子どもの積極的な参加をうながす  

                     ②働き方改革への支援（クラブ見守り、試験監督）  

 

 新たな委員をお迎えして、さらに活気ある熟議ができるような期待をもてる会議となりました。何が

できるか・・・子どもを巻き込みながら、この CS会議がきっかけとなって、第二中学校区のさらなる

活性化が図れたら、とても楽しい街になるのではないでしょうか。期待がふくらみます。前年度のＣＳ

会議の様子も、第二中学校ＨＰ→「おたより」に掲載しております。ぜひご一読ください。 

 

 

小学生の絵画作品を荻川文化祭で展示で

きるように計画中。 

 

昨年新しい部を設立「子ども若もの部」→ 

学校と連携して「小学生と地域の大人との

座談会」を今年度も実施したい。 

二中グループ 

中村会長 

 

CS 委員、PTA の

方々に支援協力を

いただきたい。 

お問い合わせ    TEL 0250-22-0741      新津第二中学校 教頭 熊木 裕之 


